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1.　はじめに
　コンピュータ技術や情報ネットワーク技術等の情報技術が発展して、情報社会といわれるように
なった。情報技術の発展によるメリットを列挙すると以下の通りである。
●　情報を高密度で保存可能にした。
●　保管されている情報の検索を容易にした。
●　情報の比較作業が簡単に行えるようになった。
●　情報を劣化させずに複製できるようになった。
●　大容量の情報を遠隔地に瞬時に送れるようになった。
●　情報を送信するコストが大幅に低下した。
　これらのメリットにより、我々の生活は豊かになったが、その一方で、情報技術の悪用による問
題点も発生している。したがって、情報技術の発展に伴う倫理的な問題（情報倫理）も検討される
ようになった。そこで、本稿では、まず、技術に関連した倫理として、技術者倫理の観点から、技
術倫理の必要性、技術者の社会的責任について論じる。次に、情報化社会と情報倫理について、情
報社会、情報倫理の必要性、情報倫理の内容について論じる。さらに、情報に関するトラブル事例
を紹介しケーススタディーとして、情報倫理を検討する。最後に、まとめとして、一般の技術者倫
理と情報倫理について異同を明らかにする。なお、本稿で検討する情報倫理は、情報通信技術（ICT：
Information and Communication Technology）の発展に起因する問題に関連した倫理的問題に限定
する。
2.　技術倫理
2.1.　技術倫理としての技術者倫理
　日本の技術者に関する国家資格に技術士があり、技術士による社団法人として日本技術士会があ
る。日本技術士会が定めている倫理要綱を参考に、技術に関する倫理として技術者倫理を検討する。
日本技術士会の技術士倫理要綱では、
 技術士は、公衆の安全、健康および福利の最優先を念頭に置き、その使命、社会的地位、お
　 よび職責を自覚し、日頃から専門技術の研鑽に励み、つねに中立・公正を心掛け、選ばれた
 専門技術者としての自負を持ち、本要綱の実践に努め行動する。
と規定し、具体的に品位の保持以下 10 項目が規定されている。この規定から、技術士の最も優先す
情報社会における技術倫理に関する研究
A Study of Technology Ethics in Information Society
Takazumi　ISHIBASHI
石　橋　貴　純
【研究論文】
−  114  −
べき倫理的価値は、公衆の安全・健康・福利となっている。技術士会の倫理規定がこの３点を最優
先する理由を検討する。
　まず、技術には何らかの危険性を孕んでいることが指摘できる。この危険性は、技術が確立した
時期の知見では認識不能であった場合と、技術の利用方法が設計を行った技術者の想定を超える場
合にわけることができる。前者の例として、PCB（ポリ塩化ビフェニル）がある。PCB は、熱に対
して安定で、電気絶縁性が高く、耐薬品性に優れており、加熱や冷却用熱媒体、変圧器やコンデン
サといった電気機器の絶縁油として用いられていた。PCB は 1960 年代までは、有用な物資と思われ
ていたが、しだいに毒性が明らかになっていった。1968 年には、食用油に PCB が混入するカネミ油
症事件が発生し西日本で健康被害が発生している。当初 PCB は、前述の物質特性から夢の物質と思
われていたが、後になってから毒性が判明し非常に危険な物質であることが認識された。PCB は、
物質の安定性から処理が難しく、危険性が判明した後も、処理技術が確立されるまで、厳重管理の
下で保管される体制が続いていた。後者の例としては、福島第一原子力発電所事故がある。2011 年
3 月 11 日の東北地方太平洋沖地震と、この地震を起因とする津波の影響で、設計時に想定していな
かった全電源喪失状態になり、炉心溶融などの深刻な事故を起こした。この事故による放射能汚染
は現在も継続している。
　次に、技術は自然な状態を超越することが指摘できる。この例としては生殖技術がある。生殖技
術の発達により精子の冷凍保存が可能になった。例えば、精子提供者の死亡後、数年経過してから、
この精子を用いて人工授精を行う場合を考える。この場合、遺伝的にはこの世に存在しない人の子
供が誕生することになる。つまり、死者の子供が誕生するという奇妙な状況が発生する。このよう
な自然を超越した状態は、法律が想定していない可能性が高く、生まれてきた子供の法律的地位が
問題になる。
　我々は、技術を用いて便利かつ快適な生活を送っている。しかし、技術には完璧な物はなく、何
らかの問題点を内包している。技術利用に関する負の側面の影響を最小限にするために、技術倫理
的思考方法が必要になる。
2.2.　技術者の社会的責任
　技術者は企業に所属して活動したり、顧客からの依頼を受けて設計などの仕事をしたりする。技
術者と倫理要綱にある公衆とは直接的な接点は希薄である。しかしながら、2.1 で述べた通り、日本
技術士会の技術士倫理要綱には「技術士は、公衆の安全、健康および福利の最優先を念頭に置き」
と記述されている。これは、技術者は社会に対して何らかの特別な責任を有していることを意味し
ている。この点について札野（2004）では、（1）社会実験モデル、（2）相互依存性モデル、（3）社
会契約モデルの３つの説明方法があると指摘している。それぞれのモデルの概要は次の通りである。
（1）社会実験モデル
　このモデルでは、新しい技術の導入は、社会に対する実験であると考える。新しい技術を導入す
ると社会に何らかの変化を与える。この変化を社会に実験として持ち込むと考え、技術者が公衆の
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安全、技術の副作用の可能な限りの予測と監視、結果の説明を負うとするモデルである。
（2）相互依存性モデル
　このモデルでは、技術が高度化すると、様々な領域で分業化・細分化が進み、公衆の安全・健康・
福利を一人の技術者の力では守れなくなり、他の技術者の協力が必要になるというモデルである。
つまり、公衆の安全・健康・福利は技術者集団で担保する。したがって、この技術者集団の中に責
任を全うしない者がいると、技術の利用について公衆に対する責任が果たせなくなる。
（3）社会契約モデル
　このモデルは、専門職という概念と関係がある。ただし、専門職という概念は日本では馴染みが
ない。専門職は、長期にわたる専門的な訓練され、能力を客観的な方法で証明し、当該職業を独占
するものである。専門職として能力が認められて職能集団に加入すると、高い報酬と自治権が認め
られる。専門職は、サービスを独占的に提供することにより、公衆の安全・健康・福利に責任を持つ。
その代わり、社会から高い報酬と自治権が認められる。この点を一般社会と専門職との契約と考え
るのが社会契約モデルである。
3.　情報社会と情報倫理
3.1.　情報社会
　情報社会とは、「情報に価値を見出している社会」（梅本　2002：6）である。つまり、モノやエネ
ルギーに代わって、情報というものが資源として認められる社会である。情報が資源的価値を帯び
るようになったのは、コンピュータ技術や情報ネットワークの発展がある。従来であれば、大量の
情報を保存するには、それなりのスペースが必要であった。仮に、大量の情報を保管できても、保
管している情報から必要な情報を探すには、非常に手間がかかる作業であった。また、大量の情報
を別な場所に移動させるには、それなりの費用が必要であった。したがって、不必要な情報は直ち
に捨てられ、情報の伝達は情報を加工して圧縮して伝達していた。コンピュータ技術の発展により、
情報の集積密度が高くなり、情報を捨てずに保管することが可能になった。また、大量の情報の中
から意味のある情報を探すことが容易になった。また、情報ネットワークの発展により、大量の情
報を瞬時に劣化することなく伝達できるようになった。技術の発展により情報の価値が劇的に変化
した。情報社会の進展により、大量の情報が安価に流通するようになった。これにより、我々はメリッ
トを享受しているが、一方でトラブルも増加している。情報社会の進展は光と影の部分がある。
　情報社会では、情報流通が活発になるとともに大きな変化が起こっている。従来の情報流通は、
マス・メディアを中心とする情報流通であった。少数の情報発信者がテレビやラジオを通じて一方
的に情報を送る形態であった。つまり、少対多かつ少→多への一方的な情報発信であった。情報社
会における情報流通は、誰でもが全世界に向かって情報発信を行うことができ、また、誰でもが全
世界からの情報を受信できる。つまり、多対多かつ双方向の情報発信となっている。コンピュータ
が得意とすることに、大量の情報の中から特定の情報を探したり比較したりすること、情報を劣化
することなく複製できることがある。このコンピュータが得意とすることと、大量の情報蓄積が容
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易になること、情報発信形態の変化することが組み合わさると、大きな問題が起こることがある。
3.2.　情報倫理の必要性
　古藤（2011：83-84）では、情報倫理を、「「情報社会に生きる人間として行うべき道筋（道理）」の
ことであり，情報社会の生活の中で生成された「習俗」のうち，多くの人々にその重要性が承認さ
れた道理である。」と説明している。これに該当するものとしては、ネチケットが知られている。情
報倫理が必要になる背景として、ICT の発展に伴う諸問題について法制度が追いつかないことが挙
げられる。法規制が追いつかない部分を利用者の良識でカバーしていることになる。また、「インター
ネット空間では、良心的無政府主義による自由利用の原則が守られており、その利用方法に制限が
ない」（松木　2006：102）。インターネット空間では規制は好まれていない。法規制を受ける前に自
主的に規制して、法規制の出現を防止する必要がある。このためにも情報倫理が必要になる。
3.3.　情報倫理の内容
　情報倫理の主な内容としては、プライバシー、有害情報、知的財産に関連したものがある。これ
らを情報社会の側面から検討する。
（1）プライバシー
　従来のプライバシーは、一人にしてもらう権利という理解であったが、近年のプライバシーは、
情報の自己コントロール権である。情報倫理としてプライバシーが問題になる理由は、情報流通の
観点とコンピュータの能力の観点がある。前者は、個人が不用意に情報発信することによりプライ
バシー侵害が起こる。例えば、アルバイト先に芸能人が来店したという情報を発信するケースである。
情報発信が、友達同士の雑談であれば、芸能人のプライバシーを侵害しているが、影響が限定かつ
局所的なので、問題としてとらえられる可能性が低い。しかし、友達同士の雑談と同じ感覚でインター
ネット上に情報発信すると、情報の受信対象が全世界になり、この話題がプライバシーを侵害して
いるという問題点が表面化する。後者は、ひとつ、ひとつの情報はとるにたりない情報であっても、
情報が組み合わさることにより、プライバシーの問題が表面化することがある。例えば、匿名で運
営しているブログに過去に犯した犯罪について日記に書くケースがある。日記を描いている本人は、
匿名のブログだから、犯罪のことは誰にも知られないと考えている。ここで、この匿名で運営して
いるブログを運営している人が、実名で運営しているブログも併せて運営しているケースを考える。
情報の比較作業はコンピュータが最も得意とする作業の一つであり、匿名のブログの内容と実名の
ブログの内容を比較していくと、同一人物であると特定されることが考えられる。情報を組み合わ
せることで、誰にも知られたくない情報を知られることを、水谷（2005：25）は「情報が子どもを生む」
と表現している。情報を組み合わせることにより、プライバシーに関する問題に行き当たるケース
がある。
（2）有害情報
　マス・メディアが情報流通の主体であったときは、情報発信者であるマス・メディアが情報フィ
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ルターの役割を果たし、有害情報の流通は阻害されていた。しかし、情報社会では、誰でもが情報
発信の主体となれる社会である。情報発信者の責任の観点から有害情報の取り扱いは情報倫理の問
題となる。なお、マス・メディア主体の情報発信の時代には無かった有害情報として、コンピュー
タウイルスがある。コンピュータウイルスの作成は、現在は犯罪（不正指令電磁的記録に関する罪）
に該当する。作成したプログラム等が意図せずコンピュータウイルスのような挙動し、有害情報に
分類されることもある。
（3）知的財産
　インターネットの世界では、著作権について問題になるケースが多い。情報というものは、モノ
と異なり、他人に提供しても、渡した人の所から無くならない性質がある。しかも、情報社会では
情報流通のコストが非常に安価であり、さらに、デジタル化された情報は、複製しても劣化しない
という特徴がある。したがって、有料で販売されている情報を無断でインターネット上にアップロー
ドされると商売不能になる。有料で販売されている情報が音楽であれば、音楽で収入を得る機会を
失うことになる。つまり、音楽家という職業が成立しなくなる。情報社会では気軽に情報発信が行
えるが、この結果として、第三者の権利を侵害することも容易に行える社会であり、知的財産の取
り扱いは情報倫理の問題となる。
4.　トラブル事例
4.1.　情報関連サービスに関するトラブル
4.1.1.　カレログ
　この項の内容は、カレログのサービスが最初に公開されたときのバージョンであるバージョン１
に基づいて記述している。バージョン１は社会的批判を浴びて直ちに改修が行われた。なお、カレ
ログのサービスは 2012 年 10 月 10 日をもって終了している。
　カレログは、2011 年８月 29 日に公開された有料のアプリケーションである。このアプリケーショ
ンを端末にインストールすると、GPS による端末の現在位置、端末の電池残量、通話記録、インストー
ル済アプリ一覧の４つのデータを Web 上から確認できる。
図 4-1　カレログ
（出典：有限会社マニュスクリプト，「カレログ」）
図 4-2　利用上の注意
（出典：有限会社マニュスクリプト，「カレログ」）
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カレログのサイトには図 4- １の通り、「彼氏追跡アプリ カレログ」と表記されていて、上記の４つ
のデータから彼氏の行動が分かるとなっている。また、サイト上の注意事項には、図 4-2 の通り、「端
末所有者の同意をとってご利用ください。」と記載されている。
　このアプリの問題点について検討する。まず、刑事法の面から検討する。このアプリは、刑事罰
の対象となる可能性を含んでいる。関連条項は、不正指令電磁的記録作成等（刑法第 168 条の２）
や電気通信事業法第 179 条がある。このアプリの機能は端末所有者の個人情報を外部から閲覧でき
るようにするものであり、端末所有者がこのアプリのインストールを知らない場合は、コンピュー
タウイルスが勝手に個人情報を外部に流出しているのと同じことになる。つまり、このアプリはコ
ンピュータウイルス一種と考える余地があり、不正指令電磁的記録作成等でアプリの運営事業者が
処罰の対象となる可能性がある。また、通話記録を外部で見る行為は端末と通信事業者間のやりと
りを、第三者が傍受している形になるため、許可なくこのアプリを第三者の端末にインストールす
ると、通信の秘密を侵害したことになり１）、電気通信事業法第 179 条によりアプリをインストールし
た者が処罰される可能性がある。以上の通り、このアプリは非常に問題が多いといえる。
　次に民事法の面から検討する。このアプリは、前述の通り刑事法上の問題点を抱えている。この
ことから、このアプリを端末所有者の同意を得ずに利用すると民法 709 条により損害賠償責任を負
う可能性が高い。また、刑事法上の問題をクリアーできても、端末所有者の同意の存在が不十分だと、
プライバシー（自己情報コントロール権）の侵害で損害賠償責任を負う可能性がある。仮に、端末
所有者の同意を得ていても、同意を得るときのアプリの機能説明が不完全なことが想定され、トラ
ブルになることが予想される。例えば、GPS で端末の位置を確認するアプリであると説明してアプ
リのインストールの同意を求めたが、実際には通話記録も閲覧可能だったというケースでは、端末
所有者の同意の効力に疑義が残る。また、サービス提供側は、端末所有者の同意を利用の条件とし
ているが、同意があったことを担保することは非常に難しい問題である。アプリインストール時に、
端末所有者の同意を得ていますか？と確認する程度では不十分である。同意の存在を担保できない
と、サービス提供者も共同不法行為として民事上の責任を負う可能性がある。このサービスは個人
情報保護法の観点も問題があり、端末所有者の個人情報を許可なくカレログが運営しているサーバー
に蓄積している可能性がある。
4.1.2.	 男の子牧場
　男の子牧場は、サイバーエージェント社が運営していた女性限定の SNS で、男性の情報を共有す
るサイトである。女性が知人の男性のプロフィールを登録すると、ユーザーの牧場に馬や牛などの
家畜のアイコンが出現する。なお、このサービスは批判が殺到して、運用開始から数日でサービス
停止に追い込まれた。このサービスの問題点を検討する。このサービスは、　男性を家畜と同様に扱っ
ていて、人権上の問題を抱えている。さらに、プロフィールを登録される男性の個人情報を許可な
く蓄積している可能性が高く、さらに、蓄積した個人情報を許可なく第三者に提供するサービスと
なっている。情報を登録される男性のプライバシーを無視したサービスいなっている（利用規約上
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は男性の同意をとってから情報を登録するとなっているが、同意を担保する仕組みが組み込まれて
いない）。
4.2. 情報技術利用に関するトラブル
4.2.1.	 Winny 事件
　Winny はピュア P2P 方式で動作するファイル交換ソフトである。つまり、インターネット上に情
報を効率的に流すための道具である。自己の著作物を、この道具を用いて、インターネットに流す
ことは、問題ない行為であるが、他人の著作物をこの道具でインターネットに流す行為が後を絶た
ず、最終的には、Winny の開発者が著作権侵害行為をほう助したとして逮捕・起訴された。開発者
は一審で有罪判決を受けたものの、控訴審で逆転無罪になり、最高裁も無罪判決を支持して無罪が
確定した。この事件では、開発した技術の成果を悪用について、開発者の責任が問われたことになる。
この事件が有罪となっていた場合、ソフトウェア開発者はソフトウェアの開発行為に処罰の可能性
があることを常に意識する必要が生じて、ソフトウェア産業に相当のダメージがあったと予想され
る。
4.2.2.	 インターネット上での不用意な発言
　インターネット上での不用意な発言がトラブルを起こすことがある。2012 年２月にツイッターで
次のようなやり取りがあった。概略は以下の通りである。
＠ Yabuki_Itsuki ：
最近、無名大学だけでなく有名大学でも放送大学を卒業して教授になっている人
がいるけど、これってありですか？本当の大学を卒業していないのですから、大
学というもの自体を理解していないと思うのですが・・・。こんな教授に教わる
学生がかわいそう。
＠ __obake ：
本当の大学の定義ってなんですか？放送大学は正式の大学ですが…
＠ Yabuki_Itsuki ：
それが分からないということは、貴方は放送大学出身ですか？そういう質問をす
ること自体が、放送大学なんですよ。違いがわからない人間が大学の教授にはなっ
てはいけないということです。
＠ __obake ：
私は学長です。 
　＠ __obake　（obake は okabe のアナグラム）は放送大学の岡部学長のアカウントである。ネット
で特定の組織悪口を書いていたところ、その組織のトップが出てきて意図しない形で注目を浴びた
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形式のトラブルである。＠ __obake の「私は学長です。」発言後、＠ Yabuki_Itsuki がアカウントを
削除して逃走したため、騒ぎが大きくなり、＠ Yabuki_Itsuki の本名を特定する活動がインターネッ
ト上で活発になった。その結果、某地方大学の教授であることが特定されてしまった。
4.3. 小活
　4.1 で取り上げたサービスは、プライバシーに関連する情報を可視化するサービスを提供するもの
である。カレログについては、刑事法上の問題点を含んでいる可能性がある。法的（民事・刑事）
問題点をクリアーできても、プライバシーを第三者に安易に閲覧できるようにするサービスには問
題がある。なぜなら、本人が自主的に情報を公開するタイプ以外は、掲載されることの同意が不明
確であり、第三者への情報提供に関する同意も不十分になるからである。4.1 の事例で共通する点と
して、利用者として女性を想定したサービスで問題を起していることが挙げられる。これらのサー
ビスを男女の立場を入れ替えたものを考えてみれば、苦情が殺到することは自明である（カレログ
はストーカー支援ツールと指摘される）。情報倫理には性別は関係ないので、男女の立場を入れ替え
たら苦情が予想されるものは、当初から不適当であるといえる。情報化社会は、情報の流通が爆発
的に増える社会であると同時に、誰でも気軽に情報を発信できる社会である。このような社会では、
自己の情報がむやみに流通しないことに価値が生まれる。なぜなら、一度情報がネット上に流出す
ると、永久に社会に残り続け消去することが不可能だからである。したがって、このような社会では、
個人情報扱うサービスを行う者やこのようなサービスを利用する者は、相手の個人情報への配慮が
必要になる。この相手の個人情報への配慮を、法律で規制するか、または、社会の構成員の暗黙の
了解で済ませるのかが問題になる。法律で規制することは、自由を奪うことにもつながり好ましく
ない面がある。したがって、社会の構成員の暗黙の了解、つまり、情報倫理が重要になる。情報倫
理は、情報社会を快適にするために欠かせないものである。サービス開始から数日でお詫びを掲載
するようなものを出現させないにも情報倫理という考え方は欠かせない。情報サービス提供者は非
技術者であるが、情報倫理的思考が求められることになる。
　Winny 事件では、利用者の不適切な利用方法について、開発者が責任追及を受けることになった。
この段階に至っては技術に関する倫理は、技術者倫理を超えて、非技術者である一般のネット利用
者にも及ぶと考えないと、情報社会での情報技術の発展は難しくなるといえる。また、ネット上の
空間が公共空間であることを十分に意識していないと、4.2.2 のようなトラブルになり、意図しない
形で身元が特定されることになる。ネット上の書き込みは便所の落書きと評することもあるが正し
い理解とは言えない。便所の落書きは、その場に来た人しか見ることが出来ない。しかし、ネット
上への情報発信は全世界の人が見ることができる。不用意な発言によるトラブルに巻き込まれない
ためにも、ネットの利用には常に情報倫理を意識する必要がある。
5. まとめ
　２．技術者倫理で述べた通り、技術者は公衆に対して責任を負っており、この責任を果たすため
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の考え方として技術者倫理がある。社会に対する特別な責任を負う理由は、（1）社会実験モデル、（2）
相互依存性モデル、（3）社会契約モデルの３つのモデルがあることを指摘した。技術は人々の豊か
な生活を支える面があるが、一方で、技術には様々な危険性や社会制度との不整合を起す面を持っ
ている。技術には負の側面が必ず存在するので、技術者が非倫理的行動をとると、社会が技術不審
に陥り、技術を利用することが不可能になる。
　３．情報社会と情報倫理では、情報社会の定義を述べるとともに、情報社会の進展による問題の
発生の原因を述べた。また、情報技術の進展に法制度が追いつかず情報倫理が必要になることと、
情報倫理の内容について述べた。
　４．トラブル事例では、情報技術の進展に伴い発生した現実社会のトラブルを事例として紹介した。
　本稿のまとめとして、技術者倫理と情報社会における技術倫理（情報倫理）の異同について検討
する。まず、技術者倫理と情報倫理に共通していえることは、技術者倫理も情報倫理も技術を気持
ちよく利用するために必要な思考方法である。技術を気持ちよく利用するためには法制度のみに依
存するだけでなく、ある種の良識が必要になる。技術には必ず負の側面があり、社会に何らかのマ
イナスの影響を発生させる可能性を孕んでいる。マイナスの影響が現実化したときに、社会全体が
納得できることが技術を気持ちよく利用するための条件である。したがって、技術者倫理と情報倫
理の両方に共通して利用するための倫理が必要になる。次に、技術者倫理と情報倫理の違いを検討
する。両者の違いは、倫理判断を行う者である。技術者倫理では、技術者が倫理判断を下せば十分
である。技術者は、専門的訓練を受けた者であり、専門家として責任ある判断を行う。一方で情報
倫理では、専門家のみが倫理判断を下すだけでは不十分である。なぜなら、情報社会においては、「非
専門家と専門家の倫理問題の混在という問題」（松木　2006：102）があるからである２）。情報社会で
は、技術に関しては専門家のみが社会に影響力を与えていた状態から、非専門家も技術に関して社
会に影響を与えることができるようにシフトする。つまり、情報社会では、専門家と非専門家のボー
ダーが曖昧になる。情報社会では、関与するすべての者が情報技術倫理（情報倫理）について考え、
倫理的な振る舞いが要求される点が、一般の技術に対する技術者倫理と異なる点である。
注：
１）通話明細は通信の秘密として保護される。近畿総合通信局（「よくある相談回答集（電気通信サービス）」）の以
下の FAQ が参考になる。
Q2-5：未成年の子の携帯電話の通話明細を見たいのですが、携帯電話会社に請求することはできますか。
A2-5：個別の通話が記録されている通話明細は、通信の秘密として、厳格に保護されているものであり、基本
的に契約者本人のみが通話明細を閲覧することができます。
　このため、携帯電話会社は、契約者に代わって通話料金を支払っている者や身内の者などが、通話明細を閲
覧したいとの申入れがあっても、契約者から委任を受けた場合であるとか、緊急性が認められる特殊な場合を
除いて、契約者の通話明細を閲覧させることはできないこととされています。
　したがって、親が、契約者である未成年の子の携帯電話の請求金額が多すぎるので通話明細を閲覧したいと
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いう場合であっても、単に親であるというだけで通話明細が閲覧できるとは限らないことに注意すべきです。
各事業者によって扱いは異なりますが、一般的には、契約者である未成年者からの委任状に加え、親の公的証
明書（運転免許書など）、子の公的証明書（パスポートなど）を揃えて、携帯電話会社に請求すれば閲覧できる
場合が多いようです。
２）土屋（2011：160）は、インターネットの普及により、「実質的な内容を情報技術者の職能倫理とする「情報倫理」
は、情報技術者には限られない（少なくても先進国社会の）すべての人を巻き込む倫理へと変貌することになる」と
指摘している
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